




新生児医療の高度化に伴い,本大学においても昭和 59 年 5 月より,産科と小児科を中心に

「母子センター」が設立され,最近では母体搬送による母親より出生したハイリスク児の割

合が高くなってきた.NICU において高度先進医療を遂行する上で本学における母子センタ

ーが合理的な診療体制にあるか現在の NICU 診療報酬をもとに検討するとともに,将来の

NICU のあり方について考察したい. 

1)神戸大学附属病院母子センターにおける診療規模と体制 

母子センター新生児部門におけるベッド数はNICU5床,GCU15床および正常成熟新生児用20

床からなっている。年間入院数は 350名で,うち 250 名(71%)が院内出生児である。年間に

人工換気を施行した症例は 40 例で一日平均 2～3人となっている。 

診療スタッフとして,医師は教官 3名,医員・大学院生 4名および研修医2名で,看護婦は婦

長 1名(産科と併任),看護婦 13 名および看護助手 1名からなっている。準夜帯・深夜帯は

2人づつ勤務している。 

2)当院における医療収入 

昭和 63 年度における月別医療収入は表 1に示す如く,月平均 1,780,000点で 1件当りにす

ると約 39,700 点となる。当院 NICU には内科疾患だけでなく,約 5%の外科的疾患患児の入

院も含むため,1 件当りの点数がやや高くなっている。 

1 ヵ月当たりの人件費として,医師の給与は概算として教官は 40 万円×3,医員,研修医 15

万円×6で計 210 万円,看護婦 14 名で 450 万円である。これに,他の職種の人件費を約 150

万円と見積もると,計 600 万円となる。大学病院の特殊性から,医療収入に対する人件費の

占める比率は 35%になっているが,これは低賃金の研修医・大学院生が診療に携わっている

こと,また少ない看護婦数での診療を余儀なくされている結果と考えられる。 

3)極小未熟児が軽快退院するまでに要する入院費 

当院で出生時より入院し,軽快退院した極小未熟児2症例について,その間に要した入院費

を月別に検討した。 


